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都
市
農
業
振
興
基
本
計
画
が
閣
議
決
定

　

５
月
13
日
、
都
市
農
業
振
興
基

本
法
に
基
づ
く
国
の
「
都
市
農
業

振
興
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
都
市
農
地
を

宅
地
化
す
べ
き
も
の
で
は
な
く「
あ

る
べ
き
も
の
」
と
し
て
と
ら
え
る

こ
と
を
明
確
に
し
、
必
要
な
施
策

の
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
農
林
水
産
省
を
は
じ
め

各
省
庁
が
連
携
し
て
計
画
の
具
体

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

改
正
農
業
委
員
会
法
の
施
行
に
あ
た
っ
て

臨時総会・事業推進協議会の様子

布
市
（
農
業
委
員
20

人
）、
大
島
町
（
農

業
委
員
14
人
・
推
進

委
員
７
人
）、
新
島

村
（
農
業
委
員
12
人
・

　

本
年
４
月
１
日
よ
り
、
改
正
農

業
委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
内
で
は
、
４
月
～
５
月
に
か

け
て
、
８
市
町
村
に
お
い
て
区
市

町
村
長
の
任
命
制
に
よ
る
農
業
委

員
会
が
誕
生
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

東
京
都
農
業
会
議
も
一
般
社
団

法
人
に
組
織
変
更
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
の
業
務
は
、
こ
れ

ま
で
の
「
農
地
と
人
」
活
動
に
加

え
て
、
新
た
に
農
地
利
用
の
最
適

化
に
も
重
点
を
置
き
、
関
係
行
政

機
関
等
へ
意
見
の
提
出
を
義
務
づ

け
る
な
ど
、
そ
の
役
割
が
制
度
的

に
強
固
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

都
市
農
業
に
つ
い
て
は
５
月
13

日
に
政
府
の
都
市
農
業
振
興
基
本

計
画
が
閣
議
決
定
を
さ
れ
、
今
後

は
基
本
法
の
理
念
に
基
づ
い
た
具

体
的
な
施
策
の
展
開
が
は
か
ら
れ

る
よ
う
組
織
を
あ
げ
て
対
応
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

係
る
情
勢
の
も
と
、
農
業
委
員

会
・
区
市
町
村
と
固
く
連
携
し
て
、

東
京
農
業
の
振
興
に
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
の
で
ご
指
導
・
ご
協

力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
体
制
の
農
委
会
お
よ
び
定
数

八
王
子
市
（
農
業
委
員
14
人
・
推

進
委
員
８
人
）、
町
田
市
（
農
業
委

員
14
人
・
推
進
委
員
６
人
）、
調

推
進
委
員
４
人
）、
三
宅
村
（
農
業

委
員
８
人
・
推
進
委
員
５
人
）、
八

丈
町
（
農
業
委
員
14
人
・
推
進
委

員
７
人
）、
小
笠
原
村
（
農
業
委
員

８
人
）

青山　佾　会長

　

都
農
業
会
議
の
青
山
佾
会
長
な

ら
び
に
吉
川
庄
衛
副
会
長
、
須
藤

正
敏
副
会
長
は
３
月
29
日
、
都
庁

を
訪
れ
て
寺
﨑
農
林
水
産
部
長
に

面
会
し
、
建
議
書
を
手
渡
し
て
記

載
事
項
の
実
現
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
平
成
29
年
度
東
京
都
農

業
施
策
に
関
す
る
建
議
」
は
３
月

17
日
に
開
催
し
た
都
農
業
会
議
の

第
１
１
８
回
通
常
総
会
で
決
定
し

た
も
の
で
、
農
業
の
担
い
手
に
対

す
る
支
援
体
制
の
強
化
や
、
農
業

後
継
者
の
確
保
対
策
の
強
化
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
向
け
た
生
産
振
興
な
ど
を

都
に
求
め
る
内
容
で
す
。

　

都
農
林
水
産
部
の
幹
部
職
員
も

同
席
し
、
協
力
し
て
課
題
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま

し
た
。

建議書を受け取る寺﨑部長（左）と右か
ら須藤副会長、吉川副会長、青山会長

建
議
の
実
現
を
東
京
都
に
要
望

副
会
長
に
吉
川
氏
（
町
田
市
）
を
選
任

平
成
28
年
度
事
業
推
進
計
画
予
算
な
ど
協
議

臨
時
総
会
・
理
事
会
・
事
業
推
進
協
議
会

　

５
月
16
日
、
都
農
業
会
議
は
中

野
区
で
会
員
86
名
の
出
席
を
得
て

臨
時
総
会
を
開
き
、
欠
員
の
理
事

２
名
お
よ
び
監
事
１
名
を
選
任
し

ま
し
た
。
ま
た
第
２
号
議
案
で
は

平
成
28
年
度
歳
入
・
歳
出
予
算
の

補
正
を
行
い
ま
し
た
。
併
せ
て
理

事
会
を
開
き
、
欠
員
の
副
会
長
１

名
と
常
設
審
議
委
員
２
名
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
事
業
推
進
協
議
会

を
開
き
、
平
成
28
年
度
に
取
り
組

む
事
業
推
進
計
画
・
予
算
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
、
区
市
町
村
・
農

業
委
員
会
と
連
携
し
て
事
業
の
推

進
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
川
敦
都
農
業
振
興
課

長
よ
り
「
平
成
28
年
度
東
京
都
農

業
振
興
施
策
」
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
し
た
ほ
か
、
都
農
業
会
議
か

ら
最
近
の
農
政
の
状
況
と
調
査
結

果
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
選
任
さ
れ
た
副
会
長
・

理
事
・
常
設
審
議
委
員
・
監
事
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

◇
副
会
長
・
理
事
・
常
設
審
議
委
員

　

吉
川
庄
衞
（
町
田
市
農
委
会
長
）

◇
理
事
・
常
設
審
議
委
員　
　
　

　

沖
山
慶
孝
（
八
丈
町
農
委
会
長
）

◇
監
事

  

杉
﨑
一
三
六（
調
布
市
農
委
会
長
）

東
京
都
農
業
会
議
情
報

立
川
市
柴
崎
町
３
―
５
―
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編
集
及
び
発
行  （
一
社
）東
京
都
農
業
会
議

第
３
５
２
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平
成
28
年
５
月
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理
事
会

　

平
成
28
年
４
月
18
日
に
Ｊ
Ａ

東
京
第
１
ビ
ル
で
開
き
、
５
月

16
日
の
臨
時
総
会
の
計
画
・
提

出
議
案
を
決
定
し
た
。

第
１
回
常
設
審
議
委
員
会

　

平
成
28
年
４
月
18
日
に
Ｊ
Ａ

東
京
第
１
ビ
ル
で
開
催
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

知
事
諮
問
は
、
第
５
条
２
件

１
１
１
９
㎡
を
審
議
し
、
許
可

相
当
と
し
て
答
申
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

協
議

　

①
第
56
回
企
業
的
農
業
経
営

顕
彰
事
業
要
綱
と
第
36
回
農
業

後
継
者
顕
彰
事
業
要
綱
を
決
定

し
た
。
②
平
成
28
年
度
東
京
都

農
作
物
生
産
状
況
調
査
を
本
年

度
も
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

③
農
業
委
員
会
組
織
・
活
動
検

討
委
員
会
開
催
要
領
を
決
定
し

た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
は
、
都
市

農
業
振
興
基
本
計
画
の
検
討
経

過
と
今
後
の
予
定
、
都
市
農
業

振
興
計
画
案
に
係
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
概
要
と
動
向
、

国
家
戦
略
特
区
法
の
一
部
改
正

法
律
案
の
概
要
な
ど
を
説
明 

し
た
。

説
明

　

平
成
28
年
度
東
京
都
農
業

振
興
施
策
の
概
要
を
松
川
敦

都
農
業
振
興
課
長
よ
り
説
明

し
た
。

第
２
回
常
設
審
議
委
員
会

　

平
成
28
年
５
月
16
日
に
中

野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
。

報
告

　

農
地
法
第
４
条
・
第
５
条

の
農
地
転
用
許
可
の
諮
問
は

な
く
、
４
月
の
転
用
許
可
状

況
を
東
京
都
よ
り
報
告
。

　

30
ア
ー
ル
以
下
の
転
用
案

件
に
つ
い
て
は
、
①
農
振
農

用
地
区
域
、
②
第
１
種
農
地
、

③
甲
種
農
地
、
④
太
陽
光
パ

ネ
ル
営
農
型
発
電
設
置
、
⑤

農
地
改
良
に
よ
る
一
時
転
用

を
重
要
案
件
と
し
、
農
業
委

員
会
か
ら
の
農
業
会
議
へ
の

意
見
聴
取
を
受
け
付
け
る
こ

と
と
し
た
。

協
議

　

２
月
に
行
わ
れ
た
第
57
回

農
業
委
員
・
農
業
者
大
会
で

決
定
し
た
要
望
事
項
を
取
り

ま
と
め
た
「
平
成
29
年
度
農

林
関
係
税
制
改
正
に
関
す
る

要
望
事
項
案
」
に
つ
い
て
説

明
し
、
全
国
農
業
会
議
所
に

提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

常 

設 

審 

議 

委 

員 

だ 

よ 

り

　

東
京
都
は
、
平
成
28
年
度
の
農

業
振
興
施
策
に
お
い
て
、
昨
年

度
よ
り
約
１
億
８
千
万
円
増
の
約

69
億
９
千
万
円
の
農
業
関
係
費
を

予
算
化
し
ま
し
た
。

　

①
東
京
農
業
の
特
性
を
活
か
し

た
産
業
力
の
強
化
、
②
都
内
農
畜

産
物
の
安
全
・
安
心
の
確
保
と
地

産
地
消
の
推
進
、
③
豊
か
な
都
民

生
活
と
快
適
な
都
市
環
境
へ
の
積

極
的
貢
献
を
３
つ
の
柱
と
し
て
、

施
策
を
展
開
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

主
な
農
業
振
興
施
策
の
概
要
は

左
記
の
通
り
で
す
。

◇
都
市
農
業
活
性
化
支
援
事
業

　

認
定
農
業
者
や
新
規
就
農
者
に

対
し
、
施
設
整
備
な
ど
の
支
援
を

行
い
、
都
市
の
有
利
性
を
活
か
し

た
都
市
農
業
の
経
営
力
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
新
た
な
担
い
手
の

確
保
・
定
着
を
促
進
し
、
都
市
農

業
の
活
性
化
を
図
る
。

◇
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
支
援
事
業

　

経
営
改
善
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

意
欲
あ
る
農
業
者
、
そ
の
グ
ル
ー

プ
お
よ
び
団
体
に
対
し
て
、
新
た

な
取
組
へ
の
支
援
を
行
い
、
東
京

の
農
業
の
産
業
力
を
強
化
す
る
。

◇
ト
ウ
キ
ョ
ウ
Ｘ
生
産
拡
大

　

ト
ウ
キ
ョ
ウ
Ｘ
の
出
荷
目
標
の

達
成
に
向
け
て
、
①
育
成
技
術
の

向
上
、
②
既
存
農
家
で
の
増
産
と

農
家
の
新
規
開
拓
を
実
施
し
、
生

産
拡
大
を
図
る
。

◇
農
林
水
産
業
の
普
及
啓
発

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
て
増

加
し
て
い
く
国
内
外
か
ら
の
旅
行

者
に
対
し
て
、
新
鮮
で
安
全
・
安

心
な
東
京
産
の
農
林
水
産
物
を
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
東
京
の

農
林
水
産
業
の
魅
力
を
紹
介
す
る

こ
と
で
、
そ
の
存
在
意
義
に
対
す

る
理
解
の
促
進
を
図
る
。

東
京
農
業
の
産
業
力
強
化
を
目
指
す

平
成
28
年
度
東
京
都
農
業
関
連
施
策
・
予
算

◇
農
林
水
産
物
認
証
取
得
支
援
事
業

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
の
東
京
都

内
産
農
林
水
産
物
の
提
供
に
向

け
、
都
内
認
証
取
得
対
象
者
へ
の

認
証
取
得
に
要
す
る
費
用
を
支
援

す
る
。

◇
花
と
緑
の
夏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に
向

け
、
東
京
産
の
花
き
と
植
木
が
夏

場
に
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う

現
地
実
証
を
用
い
て
課
題
の
整
理

と
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。
ま
た
、
東
京
都

を
訪
れ
る
国
内
外
か
ら
の
旅
行
者

へ
の
花
き
に
よ
る
「
お
も
て
な
し
」

の
気
運
づ
く
り
を
行
う
。

　

都
農
業
会
議
は
、
こ
の
ほ
ど
都

農
林
水
産
部
と
の
意
見
交
換
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

24
市
町
の
農
業
委
員
会
会
長
と

都
農
林
水
産
部
の
幹
部
が
参
加

し
、
農
業
後
継
者
と
新
規
就
農
者

へ
の
支
援
や
災
害
時
の
農
地
の
活

用
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
農
産
物
の
新
し

い
認
証
制
度
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
の
青
山
佾
会
長
は

「
現
場
の
声
を
聞
い
て
も
ら
え
て

良
か
っ
た
。
東
京
農
業
の
振
興
の

た
め
に
様
々
な
政
策
を
行
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

農
業
後
継
者
・
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
や

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
対
応
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

都
農
林
水
産
部
と
意
見
交
換
会都市農業について活発に意見を交換した
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都
農
業
会
議
は
、
５
月
20
日
に

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て
、
農
業
委

員
会
会
長
職
務
代
理
研
究
集
会
を

開
き
、
会
長
職
務
代
理
な
ど
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

吉
川
副
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

最
初
に
改
正
農
業
委
員
会
法
の
概

要
や
都
内
の
農
業
委
員
会
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
都
農
業
会
議
か

ら
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
生
産
緑
地
制
度
の
概
要

や
課
題
な
ど
を
研
究
し
ま
し
た
。

　

国
分
寺
市
農
業
委
員
会
の
榎
戸

岩
男
会
長
と
武
蔵
野
市
農
業
委
員

会
（
井
口
良
美
会
長
）
の
事
務
局

か
ら
、
生
産
緑
地
の
追
加
指
定
に

つ
い
て
、
取
組
事
例
の
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

国
分
寺
市
と
武
蔵
野
市
で
は
、

農
業
委
員
会
の
建
議
が
実
現
し
、

生
産
緑
地
指
定
基
準
に
お
い
て
、

指
定
で
き
な
い
農
地
と
さ
れ
て
い

た
「
過
去
に
行
為
制
限
を
解
除
し

た
現
況
農
地
」
を
再
指
定
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
分
寺
市
で
は
、
平
成

28
年
か
ら
、
過
去
に
転
用
し
た
農

地
で
も
、
そ
の
後
農
地
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
基
準
の
も
と
、
農
業
委
員

会
が
認
め
た
も
の
は
、
再
指
定
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
参
加
者
か
ら
は
活
発
に
質
問

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
農
業
会
議
か
ら
、
担
い

手
育
成
に
向
け
た
調
査
へ
の
協
力

を
依
頼
し
、
都
市
農
業
に
関
す
る

農
政
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

生
産
緑
地
制
度
の
概
要
や
課
題
な
ど
を
研
究

農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
研
究
集
会武蔵野市農業委員会事務局の担当者

取組事例の報告をする国分寺市農業委員会
の榎戸岩男会長

都
市
農
業
実
態
調
査
「
都
市
農
業
者
の
生
産
緑
地
の

利
用
に
関
す
る
意
向
調
査
」
結
果
概
要

　

都
農
業
会
議
は
昨
年
度
、
東
京

都
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
「
都
市

農
業
者
の
生
産
緑
地
の
利
用
に
関

す
る
意
向
調
査
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

現
在
、
国
や
東
京
都
で
は
「
市

街
化
区
域
内
の
生
産
緑
地
を
貸
し

た
場
合
で
も
、
相
続
税
納
税
猶
予

の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
制
度
」
な

ど
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
調
査
で
は
、
調
査
対
象
者
に

こ
う
し
た
制
度
が
実
現
し
た
場
合

の
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
の
意
向

を
中
心
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

対
象
は
生
産
緑
地
を
有
す
る
区

市
在
住
で
、
農
業
経
営
面
積
10

ア
ー
ル
以
上
の
農
家
と
し
ま
し

た
。

　

各
区
市
の
農
業
委
員
会
の
協
力

に
よ
り
、
６
９
８
８
件
の
有
効
回

答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
の
概
要
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

生
産
緑
地
の
貸
借
が
可
能
と
な
っ

た
場
合
の
借
入
の
意
向

　

生
産
緑
地
の
貸
借
が
可
能
と

な
っ
た
場
合
の
、
回
答
者
の
生
産

緑
地
の
借
入
の
意
向
に
つ
い
て
聞

い
た
と
こ
ろ
、
10
・
６
％
が
「
借

り
た
い
」
と
回
答
し
、
81
・
８
％

が
「
借
り
た
く
な
い
」
と
回
答
し

ま
し
た
。

　

回
答
者
の
特
徴
を
み
る
と
、
農

産
物
の
売
上
高
が
多
い
回
答
者
ほ

ど
「
借
り
た
い
」
の
回
答
が
多

く
、
売
上
高
が
少
な
い
回
答
者
ほ

ど
「
借
り
た
く
な
い
」
の
回
答
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
回
答
者
の
家
の
全
収
入

に
占
め
る
農
業
収
入
の
割
合
が
高

い
回
答
者
ほ
ど
「
借
り
た
い
」
の

回
答
が
多
く
、
農
業
収
入
の
割
合

が
低
い
ほ
ど
「
借
り
た
く
な
い
」

の
回
答
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

生
産
緑
地
の
貸
借
が
可
能
と
な
っ

た
場
合
の
貸
付
の
意
向

　

生
産
緑
地
の
貸
借
が
可
能
と

な
っ
た
場
合
の
、
回
答
者
の
生
産

緑
地
の
貸
付
の
意
向
に
つ
い
て
質

問
し
た
と
こ
ろ
、
８
・
９
％
が
「
貸

し
た
い
」
と
回
答
し
、
39
・
１
％

が
「
貸
付
先
や
貸
付
期
間
な
ど
条

件
に
よ
っ
て
は
貸
し
て
も
よ
い
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
貸
付
に
積
極
的
な
回
答

を
合
わ
せ
る
と
、
48
・
０
％
と
な

り
ま
す
。
一
方
で
、
52
・
０
％
は

貸
し
た
く
な
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

回
答
者
の
特
徴
を
み
る
と
、
農

産
物
の
売
上
高
が
多
い
回
答
者
ほ

ど
「
貸
し
た
く
な
い
」
の
回
答
が

多
く
、
売
上
高
が
少
な
い
ほ
ど
貸

付
に
積
極
的
な
回
答
が
多
く
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
回
答
者
の
家
の
全
収
入

に
占
め
る
農
業
収
入
の
割
合
が
高

い
回
答
者
ほ
ど
「
貸
し
た
く
な
い
」

の
回
答
が
多
い
傾
向
と
な
り
、
農

業
収
入
の
割
合
が
低
い
ほ
ど
貸
付

に
積
極
的
な
回
答
が
多
い
傾
向
と

な
り
ま
し
た
。

相
続
税
納
税
猶
予
の
適
用
等
に 

つ
い
て

　

回
答
者
の
所
有
し
て
い
る
生
産

緑
地
に
お
け
る
相
続
税
納
税
猶
予

制
度
の
適
用
状
況
に
つ
い
て
聞
い

た
と
こ
ろ
、
45
・
４
％
が
「
所
有

し
て
い
る
生
産
緑
地
の
全
て
又
は

ほ
ぼ
全
て
（
８
割
以
上
）
に
お
い

て
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
の
適
用

を
受
け
て
い
る
」
と
回
答
し
ま
し

た
。

　

13
・
３
％
が
「
一
部
」
で
適
用

を
受
け
て
お
り
、
41
・
３
％
は
全

く
適
用
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

５
０
０
㎡
未
満
の
宅
地
化
農
地
を

所
有
し
て
い
る
場
合
の
追
加
指
定

の
意
向

　

５
０
０
㎡
未
満
の
宅
地
化
農
地

を
所
有
し
て
い
る
回
答
者
に
、
将

来
５
０
０
㎡
未
満
で
も
生
産
緑
地

の
指
定
が
可
能
と
な
っ
た
場
合
の

追
加
指
定
の
意
向
に
つ
い
て
聞
い

た
と
こ
ろ
、
41
・
６
％
が
追
加
指

定
を
希
望
す
る
と
回
答
し
ま
し
た
。
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全
国
農
業
会
議
所
（
二
田

孝
治
会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど

文
京
区
椿
山
荘
で
全
国
情
報

会
議
を
開
き
、
情
報
事
業
の

功
績
に
よ
り
都
内
か
ら
は
８

市
町
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
農
家
戸
数
対
比
普
及

率
の
部
で
、
東
村
山
市
が
41
・

２
％
（
１
３
１
・
３
部
）
で
全

国
１
位
、
立
川
市
が
28
・
４
％

（
１
０
７
・
２
部
）
で
全
国
２

位
に
輝
き
ま
し
た
。

情
報
事
業
の
功
績
に
よ
り
都
内
８
農
委
会
を
表
彰

平
成
28
年
度
全
国
情
報
会
議

　

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研

究
会
は
、
５
月
27
日
に
中
野
サ

ン
プ
ラ
ザ
に
て
、
平
成
28
年
度

通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

協
議
で
は
、
①
平
成
27
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
承
認
、

②
平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
の
設
定
、
③
会
費
の
金

額
・
徴
収
方
法
つ
い
て
審
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

　

第
４
号
議
案
で
は
役
員
の
改

選
を
行
い
ま
し
た
。
選
任
さ
れ

た
役
員
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

会
長
▼
篠
崎
道
明
氏
（
稲
城

市
）

　

副
会
長
▼
尾
上
健
氏
（
杉
並

区
）
、
島
田
裕
之
氏
（
羽
村
市
）
、

増
田
英
男
氏
（
昭
島
市
）

　

理
事
▼
滝
口
憲
一
氏
（
板
橋

区
）
、
須
崎
崇
史
氏
（
福
生
市
）
、

宮
崎
武
氏
（
多
摩
市
）
、
川
崎
基

司
氏
（
東
村
山
市
）
、
浅
沼
清
氏

（
八
丈
町
）
、
松
澤
龍
人
（
都
農

業
会
議
）

　

監
事
▼
青
木
邦
彰
（
あ
き
る

野
市
）
、
石
川
祐
三
氏
（
府
中
市
）

会
長
に
篠
崎
氏
（
稲
城
市
）
を
選
任

平
成
28
年
度
都
農
委
会
職
員
研
究
会
通
常
総
会

　

杉
並
区
に
同
区
内
初
の
農
業

公
園
が
開
園
さ
れ
、
４
月
９
日

に
開
園
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
杉
並
区
立
成
田
西
ふ
れ

あ
い
農
業
公
園
は
、
農
業
体
験

農
園
「
フ
ァ
ー
ム
荻
窪
」
の
生

産
緑
地
が
相
続
に
よ
り
、
買
い

取
り
申
し
出
が
さ
れ
た
と
き
、

杉
並
区
が
貴
重
な
農
地
を
保
全

す
る
た
め
買
い
取
り
、
開
園
し

た
も
の
で
す
。

　

開
園
式
で
田
中
良
杉
並
区
長

は
「
代
々
農
地
と
し
て
育
ま
れ
て

き
た
こ
の
場
所
を
残
し
た
か
っ

た
」
と
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

杉
並
区
が
区
内
初
の
農
業
公
園
を
開
園

６
月
～
７
月
の
日
程

６
・
３ 

㈮ 

納
税
猶
予
等
研
究
会

６
・
14 

㈫ 

生
産
緑
地
制
度
研
究
会

６
・
15 

㈬ 

経
営
者
ク
ラ
ブ
総
会

６
・
16 

㈭ 

島
し
ょ
検
討
会

６
・
17 

㈮ 

常
設
審
議
委
員
会

６
・
22 

㈬ 

北
多
摩
南
検
討
会

６
・
23 

㈭ 

北
多
摩
北
検
討
会

６
・
24 

㈮ 

北
多
摩
西
検
討
会

６
・
27 

㈪ 

監
査
会

６
・
28 

㈫ 

区
内
検
討
会

６
・
29 

㈬ 

南
多
摩
検
討
会

７
・
１ 

㈮ 

西
多
摩
検
討
会

７
・
８ 

㈮ 

広
報
研
究
会

７
・
19 

㈫ 

理
事
会
・
常
設
委
員
会

７
・
22 

㈮ 

台
帳
シ
ス
テ
ム
研
究
会

７
・
27 

㈬ 

農
業
委
員
等
研
修
・
南

７
・
29 

㈮ 

農
業
委
員
研
修
・
区
内

情報事業の功績により表彰される東村山市
農業委員会の肥沼和夫会長

　

併
せ
て
行
わ
れ
た
「
農
業

委
員
会
だ
よ
り
」
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、
瑞
穂
町
農
業

委
員
会
の
「
み
ず
ほ
ま
ち
農

業
委
員
会
だ
よ
り
」
が
全
国

農
業
新
聞
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

４
月
13
日
に
西
多
摩
地
方
農

業
委
員
会
連
合
会
（
会
長
＝
宮

川
修
羽
村
市
農
業
委
員
会
長
）

は
通
常
総
会
を
開
き
、
27
年
度

事
業
報
告
・
決
算
、
28
年
度
事

業
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

５
月
９
日
に
は
南
多
摩
地
区

農
業
委
員
会
協
議
会
が
通
常
総

会
を
町
田
市
で
開
き
、
欠
員
と

な
っ
て
い
た
会
長
の
選
出
を
行

い
、
町
田
市
農
業
委
員
会
の
吉

川
庄
衞
会
長
を
再
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
27
年
度
事
業
報
告
・

決
算
、
研
修
や
視
察
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
28
年
度
事
業
計
画
を

決
定
し
ま
し
た
。

28
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
決
定

西
多
摩
連
合
会
・
南
多
摩
協
議
会
が
通
常
総
会
開
く

畑に最初の鍬をいれる様子

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の

た
め
の
公
的
年
金
で
す
。

　

平
成
14
年
に
新
し
く
な
っ
た

制
度
は
以
下
の
よ
う
な
特
長
が

あ
り
ま
す
。
①
年
金
額
が
加
入

者
数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
積
立

方
式
で
す
②
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
農
業
者(

国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者)

で
あ
れ
ば
加

入
が
で
き
ま
す
③
月
額
２
万
～

６
万
７
千
円
の
間
の
１
千
円
単

位
で
保
険
料
額
を
自
由
に
変
更

で
き
ま
す
④
支
払
う
保
険
料
の

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
と
な

り
ま
す
。

【
受
給
者
の
方
へ
】

　

現
在
、
農
業
者
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
は
、
現
況
届
を
６

月
中
に
農
業
委
員
会
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
を
!!


